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　　　The　purpose　of　this　study　was　to　examine　the　factors　which　influence　the　formation　and

f1uctuation　of　ma1adaptive　psychologicai　responses　throughout　the　course　of　computer－operation

and　Programing　learning　in　university　students．Students　attended　to　an　introductory・course　of

computer－operation　and　BASIC　pro餌aming　completed　the　Anxiety－Depression　Score（A／D　score）

just　before　they　took　operatingexam　four　times　a　year．Based　on　thesescores，fo11owing　fourgroups

wefe　operationally　identi丘ed1LOW（n三81const抑t1y　lowest　scores），STABLE（nヒ18二steadi1y

lower　scores），INC（nヨ17：increased　scor6s　during　a　year）and　HIGH（n＝61steadi1y　higher　scores）一

The　experiences　of　operating　a　computer　before　the　attending　the　course，the　seIf・rated　degree　of

comPrehension　of　eacb　curricl］1u］＝n　of　the　course，their　attitude　of　the　co工npljter　operation，the

intensity　of　motivation　for　further　leaming，and　se1f－eva1uation　of　their　own　abilities　in　computer

operation　after　the　course，’were　compared　among　these　four　groups．

　　　　The　major　findi㎎s　were　as　fo1lows；（a）although　experiences　of　keyboard　operation　tend　to

inhibittheincreaseinA／Dscore，thedifferencesoftheexperienceswerebynomeansthedetemi－

nant　of　the　fouowing　adaptation．（b）the　failure　in　using　f1oppy　disk　and　in　fomlatting　caused　the

u㎜ecoverable　increase　in　A／D　scoreξ．（c）㎞e　students　with　increased　A／D　scores　showed　decreased

motivation　for　fuれher　learning，and　reported　negative　self－evaluation　on　their　abilities　in　computer

operat享on－Fina1ly，several　Ways　for　the　effective　prevention　of　learner’s　ma工adaPtive　Psychological

．resPonses　were　proposed一
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犬学生のコンピュータ操作・プログラミング習熟過程における不適応感の形成と変動に関する研究：

　　　　　　　　不安・抑うつ感の継時的測定にもとづく分析からの検討

　過去十数年あまりのめざましいコンピュータ・

テクノロジーの進歩は，コンピュータを「一部の

専門家のための特殊な装置」から，「一般大衆の牟

めの身近な道具」へと変容させてきた．現在では

どの家庭でも，マイクロ・コンピュータを介して

操作を行う電化製品があふれ，ワープロや娯楽用

器具（いわゆるファミコン），さらにはパーソナル

コンピュータまでが広く普及してきている．社会

生活においても，流通，通信，交通などさまざま

な場面で，これまでは「人」対r人」の直接的な

情報交換が行われていた状況が，ことごとく端末

機を介してのやりとりという形態をとるように変

化してきている．各種産業の分野においてはこの

ような傾向はさらに顕著となり，従来はどちらか

といえば理科系分野，技術系領域のものだったコ

ンピュータが，今や一般オフィスのいたるところ

に事務用機器として設置され，コンピュータ操作

からまったく解放される職種を見つけ出すことは，

むしろ困難なほどにまでなっている．

　さて，このような時代背景を受け，高等教育の

カリキュラムにおいてもコンピュータによる情報

処理を取り入れる試みが積極的に進められている．

しかし，コンピュータ操作による作業は，「人」対

「人」のコミュニケーションをべ一スに行う作業，

あるいは旧来の個人内での精神活動をべ一スとし

た作業と比べ，正確さ，迅速さの点では圧倒的に

優れるものの，ユーザーにコンピュータ特有のコ

ミュニケーション形態を強いるため，いわゆるコ

ンピュータ・ストレス（野田，1990），テクノスト

レス（Broad，1984）という状態を生じやすいこと

も多数報告されている．ちなみに野田（1990）に

よれば，このようなコンピュータ・ストレス反応．

の状態像としては，「不安一焦燥感」、「抑うっ感」，

「幻覚一妄想」があげられている．したがって，

コンピュータ操作の教育においても，学習考が抱

きがちなコンピュータに対する心理的な不適応が

どのような要因によって形成され，維持されるか

を明らかにする研究が必要と思われる．．

　コンピュータ学習者の不適応感に関する研究は

数少ないが，大学生や大学院生を対象とした研究

は海外では，Raub（1981），Gilroy＆Desai（1986），

あるいはSimonsonら（1987）による尺度開発に

関する研究があり，わが国においても，中学生を

対象として中村他（1990），高校生を対象とした

検討に平田（1991），大学生を対象としてコンピ

ュータ不安の尺度開発を進めている研究に小川と

浅川（1990），浅川と小川（1990），小川（1991）

などがあるが，実証的なデータの収集と検討はま

だ不十分である．

　とりわけ，コンピュータ習熟過程における不適

応感の形成とそれに及ぽす先行要因，及び，学習

の動機づけやコンピュータ操作のための能力の自

已評価の変化に関し，コンピュータ操作の習熟度

においてほとんど差のない学習者が，同］の環境

のもとで学習をすすめるという状況で，時継列的

にデータを収集し，分析することによって，コン

ピュータによる不適応感の適切な予防や介入法を

探るための基礎的な資料を提供することができる

と期待される．

　そこで本研究では，大学生のコンピュータによ

る情報拠理の入門的授業において，1年問の授業

の経過にともなってコンピュータ操作に対する不

安・抑うつ感を測定し，以下の3点に関して検討

することを目的とした．①コンピュータ操作の経

験の有無などの個人的先行諸条件が，授業開始後

の不安・抑うつ感に及ぽす影響．②個々のカリキ

ュラム内容が，それぞれ履修者の不安・抑うつ感

に及ぽす影響．③授業の中での不安・抑うっの変

動が，授業終了後のコンピュータ習熟への動機づ

け，自已評価に及ぽす影響．

　　　　　　　　方　　　法

調査対象

　文科系犬学生（社会学および経済学）の情報処

理入門の授業のうち，同一の授業担当講師による

．3っの授業のいずれかを履修した学生計75名（男

子48名，女子27名）を対象に調査を行った．なお，

この授業は卒業のために必准な科目とはされてい

ないが，被調査者の所属する学部て開設されてい

る他の情報処理関連の授業を選択するためには必

修となる科目であり，1年次生のほぽ9割が履修

を希望する科目であった．
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Table1不安・抑・うつ尺度の項目

A－D　SCALE　　α＝．91
1．ゆううつである

2．悲観的である

3．失敗してしまうのではないか

4．楽しくない

．5．自分に失望してしまう

6．あせっている

7．イライラしてい6

8．頭がよく働かない気がする

91劣等感を感じる

10．意欲がわかない

！1．’興味がもてない

第6巻第1号1993年

（4）コンピュータヘの態度の琴化についての自己評

定（調査時期11月中旬に行われた最後の授業）

　！年を週じてのコンピュータペの態度の変化に

関する自已評価を求めた，

手続き

　調査はすべて授業時間を利用して授業担当教官

によって行われた．また，あらかじめ調査内容は

授業の評価には影響しないこと，無記名回答とす

ることが告げられた上で実施された．ただし，同

一履修者が回答した複数の調査結果を対応させる

ため，各自のイニシャルと端末利甲のパスワード

をすべての調査用紙に記入することが求められた．

調査内容・項目および調査実施の時期

ω端末操作の経験，親近度およびコンピュータ操

作習熟への動機づけの測定（調査時期1授業開始

直後の4月下旬）

　コンピュータやワープロの被調査者自身の経験

の有無，これらの機器を家族余家庭で用いている

か否か，および授業開始に際レ，コンピュータ操

作に習熟したいという動機づけの高さの自已評定

を尋ねる質問項目への回答を求めた．

（2）確認テスト直前の不安一抑うつ㍗高さを測定す

る尺度（調査時期：5月下旬，7月中句，10月下

旬，12月中旬の4回にわたって行われた確認テス・

トを実施する直前）

　コンピュータ操作に際しての不安一抑うつの高

さの程度を測定するための尺度（本研究のため11

項目から構成された尺度で，本文中以下ではこの

尺度，およびこの得点をそれぞれA／D尺度，A／

D得点と略記する）への回答を，通年で計4回行

われた確認テストの直前に求めた．この確認テス

トは，すべて実際に端末を操作することによって，

ワープロによる日本語入力やプログラミングを行

うものであった．質問項目の内容はTable1に示

した通りである．

（3）各ヵリキュラム内容に対する理解／習熟度の自

已評定（調査時期．：A／D尺度の測定と同じ）

　通年のカリキュラム内容のそれぞれに対して，

確認テストの段階でどれだけ理解し，操作に熟練

したかの自已評定を求めた．

授業のカリキュラム

　調査対象となった授業の通年でのカリキュラム

は以下の通リであった．

ユ．電源やパスワード入カによる端末利用の準備

2．オペレーティング・システムについての概説

　とフロッピィ操作（含む初期化操作）

3．メニュー画面からのアプリケーション起動と

　日本語ワープロ（「一太郎」ver．4，3，ジャスト

　システム社）による日本語入カタイピング練習

　とファイル操作（保存・読み込み・編集）の習

　熟

4，Quick　BASIC（Microsoft社）基本ステート

　メント（INPUT，PRINT，P耳INT～USING）

　の利用の習熟

5．Quick　BASIC上での変数を利用した基本的プ

　ログラミングの習熟（変数利用と「＝」による

　入力，演算）

g．Quick　BASIC上での条件判断と繰り返し

　（FOR三’NEXT，IFんTHEN～ELSE，
　WHILE～WEND）
7．Quick　BASIC上でのグラフィック（CIRCLE，

　PAINT，LINE，移動）

8．配列変数とDATA文からのデータ読み込み

　（DIM，READ～DATA）
9．基礎的統計量（合計，平均値，標準偏差，度

　数牙布，羊べ変え）算出のアルゴリズム理解と

　プログラミング
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大学生のコンピュータ操作・プログラミング習熟過程における不適応感の杉成と変動に関する研究：

　　　　　　　　　不安・抑うつ感の継時的測定にもとづく分析からの検討

結　　　果

1．通年のカリキュラムについての評価

　通年のカリキュラムのそれぞれにおける全般的

な評価を調べるために，履修者全員にそれぞれの

時期での「難しくなってきた」，「落ちこぽれてき

た」および「楽しくなってきた」時期を回顧させ，

評定させた結果を示したのがFig．！である．ワー

プロの実習とコンビュータグラフィックは，多く

の学生から「おもしろい」という評価を得たが，

グラフィック以外のプログラミングにおいては「難

しい」，「落ちこぼれてきた」という評価を得たこ

とが確認された．

2．A■D尺痘の信頼牲の検討とA■D得点にも

　とづく眉修者の類型化

　コンピュータ操作によって生じる不遺応感の，

授業の進行にとなもなう変動に及ぼす影響を同定

するために，まず，4回測定されたA■D得点に

欠損のある履修者（34名）を除外した上で，残り

58名のA／D得点のうち，比較的典型的な変動を

示した履修者49名を以下のように4群に選別した．

なお，以下の4群に該当しなかった履修者の中に

は，中程度のA／D得点のまま大きな変化なく推

移した者，2回目の確認テストで得点が上昇した

が3回目以降では減少を示した者などが含まれて

いたが，それぞれ一つの群として処理することに

無理があると判断されたため，A■D得点にもと

づく処理から除外した．

1．4月パソコンの操作

2．5月コンピューター搬の概説

3．5月ワープロ『一太郎」

4．6月BASlC－NP1jT文

5，6月BASIC変敏の概念と使い方

6．6月BASlC　IF文

7．7月BASlCFOR－NEXT文
8．7月BASlCFOR｝NEXT文
9．　9月BASICグラフィック

lO，9月BASICグラフィック

11．l1月BASIC配列変数

12．12月BAS1CDATA行からデータを

　配列変蜘二読む

13．12月BASIC平均値や標準嗜差の許算

14．12月BASIC並べ変えや度籔分布

15．工月BASlC他のファイルとの

　　データのやりとり

は

し、

と

答
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の
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　　　　　　　　　I23456フ89■OIl12I31415
Fig．1　1年間のカリキュラム全体を通しての意欲の変動
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I　確認テスト（5月下旬）

I1　確認テスト（7月中句）
皿　確認テスト（lO月中旬〕

W　確認テスト（12月中旬）

A／D得点にもとづく履修者の類型化
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早稲田大学人間科学研究 第6巻第1号1993年

Table2コンピュータの経験頻度（％）

質　　問　　項　　目 LOW STABLE 1NCREASE HIGH
パソコンを家族が持ってますか 25．OO 5．50 6．20 O．OO

パソコンを自分で持っていますか 12．50 5．50 O．OO 0．00

ワープロを家族が持っセますか 25．OO 3．88 43．70 20．OO

ワープロを自分で持っていますか 25．00 1．11 18．70 O．OO

BASICの経験があリますか 37．50 27．70 6．20 O．OO

キーボードを操作したことがある 75．OO 66．OO 68．70 40．OO

将来はコンピュータを便ってみたい 75．OO 55．50 68．70　． 80．OO

・LOW群：4回すべてA／D得点が低く安定して

　いた者（N＝8）

・STABLE群：A／D得点の増大がないまま安定

　し者（N：18）

・INC群：確認テストIII以降にA／D得点が増大

　した者（N＝17）

・HIGH群：4回すべてA／D得点が高いまま推

　移した者（N＝6）

　Fig．2は各群のA／D得点の平均得点を示した

ものである．なお，本研究での調査結果をもとに

求められたクロンバックのα係数は．91であり，単

一尺度としセの高い内的整合性が認められた．

　次に，授業開始前のコンピュータやワープロ操

作の経験の有無と各群のA／D得点との関係を調

べるため，各質問項目に対し，「はい」と回答した

履修者のバーセントを群問で比較したのがTab1e2

である．キーボード操作経験について，HIGH群

が他の3群と比べ経験のある者が少ないこと，

BASICプログラミング経験者は，LOW群とSTA－

BLE群で多く，INC群とHIGH群で少ないこと
が確認された．しかし，いずれの群でもパソコン

を所有し，プログラミングの経験のある者の絶対

数はごく少数であった．

　各群の履修者がどのカリキュラム内容で理解／習

熟度の遅れを示したかを明らかにするために，各

履修内容についての理解／習熟度を群間で比較し

たのがFig．3からFig．6である．すべての項目ご

とに1要因の分散分析を行い，群間の主効果が有

意であったものに関しては，テユーキー法による

多重比較の検定を行った．

　Fig．3は5月下旬に行なわれたファイル操作の理

解／習熟度を群ごとに図示したものである．理解

評

定　2
値

の

平I

均

一一ロー一LOW
一■O■一STABLE

＋　lNC一一1一一　HlOH

口藏操作　バスワードフ回ツピイ　初期化　アプ1」起與文章入カ　文■保存

　Fig．3　ファイル操作の理解／習熟度

度に初めて群間差が確認されたのは，「フロッピイ

ディスクの役割と扱い方について」であり（F

［3，43コ＝13．23，P＜．01），多重比較の結果，

HIGH群は他の3群と比べ，有意に理解が遅れて

おり（P＜．01），INC群，STABLE群はLOW群

よりも理解度の得点が低い（P＜．05）ことが確認

された．また，「フロッピィディスクの初期化の仕

方について」という項目でも群間差が認められ（F

［3，43］＝8．78，P＜．01）．多重比較の緒果，HIGH

群はSTABLE，LOW群よりも理解度が低く
（P≦．O1），INC群はLOW群よりも理解度が低

い（P＜．01）ということが明らかになった．さら

に，日本語ワープロによる日本語入力タイピング

練習とファイル操作（保存・読み込み・編集）の

理解に関する項目のすべてにおいて，有意な群間

の主効果が認められた．多重比較で顕著に差が認

められたものはHIGH群とSTABLE，HIGH群
とLOW群との差であり，HIGH群は2つの群よ

リも有意に理解／習熟度の遅れがあることが示さ

れた．

　Fi＆4は7月中旬に行ったBASIC基本ステート

メントの利用法の理解／習熟度を群ごとに図示し
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たものである．群間に差が認められた項目は

「PRINT文の意味と使い方について」（F［3，44］＝

4．60，P＜．01）「変薮（数字変数）の意味と用法

について」（F［3，44］＝3．82，P〈．05）の2項目

であった．多重比較を行ったところ，PRINT文に

関してはHIGH群は他の3群よりも習熟と理解の

遅れを見せた（P＜．05），変数の意味と用法につ

いてはHIGH群はLOW群よりも有意に理解／習

熟度が低かった（P＜．01）．STABLE群とINC群

の間に差は認められなかった．

　Fi童．5は，’夏休み以降のカリキュラムで行った

Quick　BASIC上での条件判断と繰り返し’（FOR

～NEXT，IF～THEN～ELSE，WHILE
～WEND），・Quick　BASIC上でのグラフイック

（CIRCLE，PAINT，LINE，移動）に対する理

解／習熟度を群ごとに表したものである．群を要

因とする1要因の分散分析の結界，「WHILE文の

利用について」の項目で群問の主効果が有意であ

り（F［3，40］＝2199，P＜．05），多重比較の結果，

HIGH群とSTABLE群，INC群とSTABLE群
の間に有意な差が確認された．「LINE～Bで長方

形を描く方法について」の項目では群間の主効果

に有意な傾向があることが確認された（F［3，40コ＝

2．31，　P＜．10）．

　Fig．6は，12月中旬に行われた，配列変数と

DATA文からのデータ読み込み（DIM，READ
～DATA），および基礎的統計量（合計，平均値，

標準偏差，度数分布，並べ変え）算出のアルゴリ

ズムのプログラミングに対する群ごとの理解／習

熟度を’図示したものである．群を要由とする1要

因の分散分析を行った結果，群の主効果が認めら

れた項目は，「配列変数・の意味にづいて」（F

［3，45］＝3．31，P＜．05），「配列変数の使い方に

ついて」（F［3，45］＝5．00，P＜．01），「READ

～DATA文の使い方について」（F［3，45］＝3．19，

P＜．05），「配列変薮へのデニタの入力と入ガされ

た数値の表示」（’盲［3，45］＝2．58，P〈．10），「標

準偏差の意味と算出法について」（F’［3，45］＝2．54，

P＜．10）であった．多重比較の結果，’配列変数の

使い方についてはHIGH群とINC群はSTABLE
群よりも理解／習熟度が低く，READ～DATA文

の使い方については，」HIGH一群はLOW群よりも

理解／習熟度が低いということが示された．

　授業終了時に調査を実施したコンピュータヘの

態度の変化に関して，群を要因とした1要因の分

散分析を行ったところ，Fig．7の「コンピュータを

操作する際の不安がなくなった」という項目に関

して群の主効果が認められ（F［3，38］±3．08，P＜．

05），多重比較の結稟，HIGH群は他の3群より不

評

定　2
値

の

平

均

一一〇一一LOW
一一〇一一ST＾BLE

＋lNC一一■一r　H1OH

　O　　　lNPuT　PR1NT　uSlNO　変教理解，の意味　　漬算　　画面操任

Fig．4　BASIC基本ステートメントの理解／習熟度

評

定2

値

の
　　‘
平

均

一十　LOW一」一　ST＾8LE
＋　lNC
一一1一一　H1OH

　O
　WHlLE理解WHlLE莉用LlNE文　C旧CLE　P＾lNT　　L1NE－8　聰かす　」

Fig．5　BASICであ条件判断と繰返しとグラフィッ

　　　　クの理解／習熟度

評

定　2
値

の

平　I

均

一一〇一一LOW
一一〇一一　STA8LE
一一’一一　1NC
一一一■一一　HlGH

　o・
　　配列変壼配列変邊　RE＾D　配列変畳　　SO．　度致分布　SORT
　　竈味　　　利用　　　　　　　　入カ

Fig－6　配列変数とDATA文，および基礎的統計量

　　　　の理解／習熟度
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安がなくならなかったと回答しているこ．とが明ら

かになった（P＜．05）．また，Fig．8の「人と比べ

ると自・分はコンピュータ操作に向いていないと思

うようになった」という項目についても群の主効

果があり（F［3，38］＝5．67，P＜；01），多重比較

を行ったところHrGH群はSTABLE群，LOW群
よりも向いてレ、ないと思っていることが分かる．

Fig．9の「『一太郎』や『Quick　BASIC』以外のソ

フトに・も挑戦してみたくなった」という項目にも

群の主効果が認められ（F［3，38］＝2．90，P＜．

05），多重比較の結果，HIGH群は他の3群よりも

銚戦する意欲が低いということが明らかになった

（P＜．05）．さらに，Fig．10の「コンビュータを仕

事や学業に使えるようになりたいという気持ちが

　5
評

定4

値3

の2
平・

均
　O

LOW　　　STABLE　1NCREASE　　HlGH

「コンピ平一夕を操作する際の不安がなく

なった」に対する回答の群間比較

第6巻第1号

Fi9．一

1993年

高まった」という項目にも群の主効果があり．（F

　［3，38］＝3．27，．P〈．05），多重比較の結果，HIGH

群は他の3群よりもコンピュータを使っていきた

いという意欲が低いということが明らかになった

　（・P＜．05）．さ’らに，Fig．11の「自分にもコンピュ

ータを扱うセンスがあると自覚できるようになっ

．た」の項目にも群の主効果カ溺められた（F［3，38］＝

4．69，・P＜．01）．多重比較の結果，HIGH群と

LOW群に有意な差が認められ（Pく．01），HIGH

群は自分にはセンスがないと思うよ．うになったこ

とが明らかになった．

　　　　　　　　　考　　　察

　通年のカリーキュラムに対する評価の結果から，

本研究でデータを測定した授業のカリキュラム構

成においては，ワープロ操作やグラフィックの内

’容について，、「おもしろく，興味が持てる」という

印象を多くの履修者が抱くこと，それに対’し，グ

ラ．フィッ・ク’以外のプログラミングについては，「難

しい，．自分は落ちこぼれている」という印象を抱

く傾向にあ．ることが確認された．これ・はワープロ

やグラフィックではプリ．ンタによる用紙への印字

嵜．

定

値

の

平

均

LOW　　　STABLE　lNCREASE

Fig．8　　「人と比べると自分はコンピュータ操作に

　　　向いていないと思うヰうになった」に対す

　　　　る回答の群間比較

　5
評
　4定

値3

の2

平1

均
　O

　5
評
　4定

値3

の2

平■

均
　o

LOW　　　STABLE　lNCRE＾SE　　HlCH

「ト太郎』や『Q－BASIC』以外のソフト

にも挑戦してみたくなった」に対する回答

の群間比較

灘1 撒韓1
l111l1…111l1l

1：l1：1幸11111
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l11…1≡111…1

LOW　　　STABLE　lNOREASE　　HlGH

Fig－10　「コンピュータを仕事や学業に使えるよう

　　　　に．なりたいという気持ちが高まった」に対

　　　　する回答の群間比較

Fi9．9
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の2

平

均

　o

Fig．11

LOW　　　ST＾8LE　lNCREASE　　HlCH

「自分にもコンピュータを使うセンスがあ

ると自覚できるようになった」に対する回

答の群間比較
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　　　　　　　　　不安・抑うつ感の継時的測定にもとづく分析からの検討

や，画面上のディスプレイヘの描画ξいう即時的

な強化が単純に得られるが，その他のプログラミ

ングでは，手続きの複雑さに対し具体的・即時的

な強化が得られにくいためであると考えられる．

　A／D得点による群分けからの分析から，授業

開始時までの経験や親近度において，おおむね，

操作の経験があるとか，家庭にパソコンがあるな

どは，授業開始後のコンピュータ不安感や抑うつ

感を低める効果があること，ただし，家庭にワー

プロがあることは，ほとんど関連がないことが示

唆された．しかし，LOW群やSTABLE群の中に

も，端末操作の経験がまったくない者が含まれて

おり，これらの条件は授業開始後の適応のために

不可欠ではないことも同時に示唆された．

　各群の履修者がカリキュラムのどのあたりで理

解／習熟の遅れを見せたかの分析結果から，HIGH

群の理解の遅れは，フロッピィ操作やその初期化

の段階から顕著であることが確認された．そして，

そのような遅れが，ワープロ操作の時期まで継続

し，プログラミングの段階に入った後では，PRINT

文や変数の理解などにおいて顕著となることが確

認された．一方，STABLE群およびLOW群と，

後半において不安感・抑うつ感を高めるINC群の

違いは，HIGH群の場合ほど明らかではないが，

プログラミングのカリキュラムの中で，条件判断

や繰り返しのステートメントの段階から，理解／

習熟が遅れぎみであることが確認される．

　授業終了時点でのコンピュータヘの態度の変化

から，HIGH群のみが「今後もコンピュータを利

用できるようになりたい」，「実習しなかった他の

アプリケーション・ソフトに挑戦してみたい」と

いう質問に対しては得点が低く，今後のコンピュ

ータ習熟の動機が高まらなかったことが示唆され

る．また，「自分にはコンピュータ操作のセンスが

ある」とか「コンピュータ操作に向いていない」

といった質問への回答から，HIGH群のみならず

INC群でも自分のコンピュータ操作の能力に対し

て否定的な評価を下すようになっていることが示

唆された1

　以上のことから，本研究の緒果は以下のように

まとめるとができる．大学におけるコンピュータ

操作習熟のための導入的授業において，①キーボ

一ド操作などの先行経験の差の影響は，無視でき

ないが決定的なものではないこと，②実習開始直

後のフロッピィ操作や初期化の理解／習熟に遅れ

が生じると，それ以降の授業において不可逆的な

不安・抑うつ感の増加をみせること，③授業の中

で不安・抑うつ感を高めた学生は，授業終了時点

で，それ以降のコンピュータ習熟の動機づけを低

めて，「自分はコンピュータ操作に向いてない，セ

ンスがない」といった，Abramson＆Se1igman

（1978）によって無力感を形成し強める典型的な

帰属スタイルであると指摘された，内的（intema1）

で安定的（stable）な否定的帰属をみせること，の3

点が確認された．

　本研究は，コンピュータ操作の経験の違いや，

カリキュラムの進行にともなって変化する確認テ

スト直前の不安・抑うつ感，および習熟度の自已

評定を指標として分析を行ったものであるが，今

後は，タイピングヘの習熱，プログラム理解の差

など，実際のコンピュータ操作におけるパフォー

マンスの差や履修者のパーソナリティ変数等も加

え，検討していく必要がある．
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